
令和元年度地区防災計画（避難支援個別計画）作成モデル事業（概要） 

 

１ 実施主体 

  田ヶ原区自主防災会 会長 頼正 康生（和気町） 

 

２ 取組内容 

  避難支援個別計画の作成 

 

３ 期 間 

  令和元年６月２３日から令和２年３月３１日 

 

４ 避難支援個別計画とは 

  災害時の避難支援を実効性のあるものとするため、避難行動要支援者名簿に登載された   

要支援者ごとに、災害発生時に避難支援を行う者や避難支援を行う上での留意点、避難支  

援の方法や避難場所、避難経路などを記載する個別計画。 

  田ヶ原区では、６名の要支援者を対象に避難支援個別計画を作成した。 

 

５ 計画策定の流れ（田ヶ原区の場合） 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜進め方＞ 

 ・本人やその家族から生活状況をヒアリングした上で１人つき複数人（３～４人）のチー   

ムを結成して支援担当者を決定。 

 ・要支援者を中心として周辺にある社会資源（家族、兄弟姉妹、友人、近隣住民、医師、 

各種機関等）の相関関係をネットワークとして表現した図「エコマップ」を作成。 

 ・作成した避難支援個別計画をもとに避難訓練を実施。 

 ・今後は課題を踏まえ、計画を修正して地域で共有。 

 

６ 災害時に必要な確認書 

  要支援者と支援者の間で災害時に必要な確認書に記載した自分自身に関する情報を関係  

機関及び関係者と共有することを同意する確認書を要支援者ごとに作成。 
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